
　
香
椎
宮
を
訪
れ
る
と
、
大
き
な
楼
門
が
私
た
ち
を

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
綾
杉
の
左
手
に
向
か
い
石

段
を
あ
が
る
と
、
朱
塗
り
の
柱
・
垂
木
に
白
壁
の
南

天
門
と
回
廊
が
あ
り
、
そ
の
先
に
拝
殿
、
幣
殿
、
そ

し
て
国
の
重
要
文
化
財
で
香
椎
造
り
の
本
殿
が
あ

り
ま
す
。
筆
者
は
は
じ
め
こ
の
楼
門
、
南
天
門
も
古

い
歴
史
を
も
つ
建
造
物
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
最

近
、
明
治
時
代
に
、
追つ
い

遠え
ん

会か
い
と
い
う
団
体
が
建
設

に
力
を
尽
く
し
た
こ
と
を
知
り
、
今
回
、
九
州
歴
史

資
料
館
所
蔵
の
中
尾
文
書
、
永
江
文
書
、
羽
野
文
書
、

山
北
村
庄
屋
文
書
な
ど
か
ら
追
遠
会
の
活
動
の
沿
革

を
な
ぞ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

追
遠
会
の
結
成
と
上
京
運
動

　
私
が
奉
職
す
る
九
州
産
業
大
学
図
書
館
に
、
森
禎

二
郎
『
官
幣
大
社
香
椎
宮
追
遠
会
上
京
日
誌
』
一
冊

と
彼
の
手
に
な
る
『
備
忘
録
』
一
冊
、森
禎
二
郎
序・

矢
田
一
嘯
画
・
木
下
美
重
解
説
『
香
椎
宮
幻
灯
原
図

并
図
解
』
と
題
し
た
画
冊
を
架
蔵
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
森
禎
二
郎
は
じ
め
追
遠
会
の
活
動
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
史
料
で
す
。
森
禎
二
郎
氏
は
、『
香

椎
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）

一
月
六
日
〜
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
ま
で
香

椎
郵
便
局
長
を
務
め
、
前
職
に
庄
屋
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
（
町
誌
は
程
次
郎
に
誤
る
）。

　
『
上
京
日
誌
』
に
よ
れ
ば
、
香
椎
村
村
長 

田
代
百

太
郎
ら
が
森
氏
を
含
む
香
椎
近
辺
の
有
志
ら
と
と

も
に
、
礎
石
だ
け
残
る
楼
門
跡
に
新
た
に
楼
門
を
建

て
て
往
古
の
姿
に
戻
し
た
い
、
あ
わ
せ
て
香
椎
宮
の

境
内
施
設
を
整
え
た
い
と
追
遠
会
を
組
織
し
ま
し

た
。
し
か
し
楼
門
な
ど
の
建
設
が
一
村
の
奉
賛
会
の

手
に
負
え
る
も
の
で
な
く
、
追
遠
会
の
会
長
を
中
央

政
界
の
し
か
る
べ
き
人
物
に
委
嘱
し
、
募
金
事
業
を

全
国
的
規
模
に
し
よ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

田
代
村
長
は
、
追
遠
会
幹
事
の
森
禎
二
郎
、
香
椎
宮

司
中
島
博
光
と
と
も
に
明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）

十
一
月
二
十
九
日
に
上
京
し
、
福
岡
県
選
出
の
代
議

士
、
藤
金
作
・
多
田
作
兵
衛
、
か
つ
て
福
岡
県
令
を

務
め
た
渡
辺
清
貴
族
院
議
員
を
訪
ね
ま
す
が
会
長

推
戴
の
件
は
不
調
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
追
遠
会
は
運
動
方
針
を
国
庫
補
助
金
の

請
願
に
転
換
し
、
第
二
回
目
の
上
京
を
行
い
、
貴
族

院
、
衆
議
院
へ
請
願
書
を
提
出
し
、
衆
議
院
は
明
治

三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
一
月
三
十
一
日
採
択
、
貴

族
院
は
二
月
四
日
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

広
報
・
寄
附
活
動

　
福
岡
の
追
遠
会
本
部
は
、
両
議
院
採
択
の
報
に
接

す
る
や
、
直
ち
に
追
遠
会
の
会
員
拡
大
の
た
め
動
き

ま
す
。
明
治
三
十
二
年
二
月
十
九
日
追
遠
会
の
仮
会

長
、
中
島
博
光
の
名
義
で
発
行
さ
れ
た
委
嘱
状
（
中

尾
文
書
二
〇
七
八
︱
九
）
に
「
官
幣
大
社
香
椎
宮
追

遠
会
／
会
員
勧
誘
ヲ
嘱
託
ス
」
と
あ
り
、
追
遠
会
の

地
元
会
員
募
集
を
起
動
さ
せ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

明
治
三
十
二
年
六
月
に
は
内
務
省
か
ら
毎
年

八
千
円
の
補
助
金
を
五
年
間
支
出
す
る
通
知
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
追
遠
会
は
請
願
当
初
は
三
万
円
余
り

の
計
画
で
し
た
が
、
請
願
採
択
後
、
大
蔵
省
へ
の
申

請
時
に
、
こ
の
際
に
と
ば
か
り
に
三
十
万
円
に
増
額

し
た
建
設
内
容
で
申
請
し
ま
す
。
そ
の
た
め
補
助
金

四
万
円
決
定
後
は
、
資
金
の
不
足
分
を
追
遠
会
自
ら

が
募
金
活
動
で
集
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
九
月
十
七
日
に

起
工
式
、
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
四
月
十
六
日
に
は
落
成
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
追
遠
会
の
活
動
を
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

西日本文化 510　2024.4

『
福
岡
県
史
』
史
料
紹
介 

20

　
　
香
椎
宮
追
遠
会
に
つ
い
て
　
　
　
石
川
泰
成

　
　
　
　
︱
中
尾
文
書
、
永
江
文
書
な
ど
を
中
心
に
︱
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（
１
）
祭
典
出
席
へ
の
優
待

　
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
四
月
十
日
付
、
香

椎
宮
宮
司
斎
藤
普
春
名
義
の
古
式
祭
典
執
行
の
案

内
状
と
優
待
券
（
永
江
文
書
Ａ
二
九
六
︱
一
）
が
あ

り
、
こ
の
案
内
状
に
は
「
追
遠
会
の
事
業
に
つ
き
て

は
容
易
な
ら
ざ
る
御
配
慮
を
煩
し
候
段
千
萬
辱
奉

深
謝
候
…
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
月
十
七

日
挙
行
の
古
式
祭
典
（
神
幸
式
）
に
追
遠
会
事
業
に

寄
与
し
た
人
物
を
招
待
し
た
の
で
し
ょ
う
。
案
内
状

の
宛
名
は
永
江
純
一
で
、
三
池
銀
行
頭
取
を
務
め
、

の
ち
に
衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
実
業
家
、
政
治
家
で

す
。

（
２
）
香
椎
唱
歌
の
作
成

　
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
三
十
一
日
に

は
追
遠
会
が
発
行
所（
発
行
人
は
香
椎
村
中
尾
九
助
）

と
な
っ
て
『
香
椎
宮
唱
歌
』（
中
尾
文
書
七
三
二
）

を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
作
詩
は
唱
歌
選
定
委
員
で
も

あ
る
高
名
な
歌
人
の
中
村
秋
香
、
作
曲
は
明
治
・
大

正
期
に
活
躍
し
た
高
折
周
一
で
す
。
中
村
秋
香
の
序

文
に
は
「
…
古
昔
初
め
て
外
交
の
道
を
開
き
、
経
国

の
基
を
盛
な
ら
し
め
ら
れ
し
神
功
皇
后
の
御
徳
を

益
々
深
く
尊
崇
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
是
即
ち
香
椎
宮

追
遠
会
の
設
あ
る
所
以
な
り
、
…
及
び
香
椎
宮
は
皇

后
を
奉
祀
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
そ
の
現
状
の
如
何

な
る
と
は
、
未
だ
之
を
知
ら
ざ
る
者
多
き
を
以
て
、

今
此
香
椎
宮
唱
歌
を
作
り
、
先
づ
こ
れ
を
広
く
諸
学

校
生
徒
に
歌
わ
し
め
、
…
」
と
追
遠
会
の
設
置
の
意

義
を
説
き
、
香
椎
宮
の
宣
揚
を
唱
歌
制
作
の
理
由
と

し
て
い
ま
す
。

（
３
）
幻
灯
会
開
催

　
明
治
三
十
五
年『
香
椎
宮
幻
灯
原
図
幷
図
解
』は
、

こ
の
募
金
活
動
の
一
環
と
し
て
森
禎
二
郎
が
幻
灯

会
を
企
画
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
原
図

は
福
岡
洋
画
家
の
祖
と
さ
れ
パ
ノ
ラ
マ
画
を
得
意

と
す
る
矢
田
一
嘯
〔
一
八
五
八
︱
一
九
一
三
〕
に
依

頼
し
ま
し
た
。
今
日
、
矢
田
の
現
存
作
品
数
が
少
な

い
な
か
明
治
三
十
五
年
の
画
家
活
動
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
作
品
で
す
。
な
お
幻
灯
機
と
幻
灯
ガ
ラ
ス

種
板
は
、現
在
、福
岡
市
博
物
館
（
高
嶋
俊
光
資
料
）

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
禎
二
郎
の
本
画
冊
序
文

に
よ
れ
ば
、
幻
灯
会
は
明
治
三
十
六
年
三
月
五
日
に

香
椎
宮
で
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

（
４
）
寄
附
金
募
集
活
動

　

明
治
三
十
五
年
八
月
三
十
日
に
は
福
岡
県

知
事
・
深
野
一
三
（
在
職
一
八
九
九・
四
〜

一
九
〇
二・
一
〇
）
が
追
遠
会
会
長
と
し
て
地
方

委
員
を
委
嘱
し
て
い
る
文
書
が
あ
り
ま
す
。
内

務
省
の
補
助
金
通
達
に
は
、
国
庫
補
助
金
の
支

払
い
や
工
事
の
監
督
に
は
知
事
が
当
た
る
と
定
め

て
い
て
、
以
降
は
、
福
岡
県
知
事
が
会
長
に
就
任

し
た
よ
う
で
す
。
後
述
の
「
追
遠
会
記
念
碑
」
の

会
長
の
名
に
は
、
深
野
の
あ
と
、
川
嶋
醇
（
在
職

一
九
〇
二・一
〇
〜
一
九
〇
六・一
二
）、
寺
原
長
輝

（
在
職
一
九
〇
六・一
二
〜
一
九
一
二・四
）
と
歴
代

の
福
岡
県
知
事
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
六
月
の
日
付
を
持

つ
「
官
幣
大
社
香
椎
宮
追
遠
会
一
件
書
類
」（
羽
野

文
書
一
五
七
）
に
は
、
幕
、
旗
、
敷
物
の
紙
製
雛ひ
な

形が
た

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ

ば
、
楼
門
な
ど
の
地
鎮
祭
、
起
工
式
な
ど
の
儀
式
用

祭
具
を
羽
野
氏
が
寄
進
し
た
際
の
雛
形
だ
ろ
う
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
二
月
二
十
日
「
山

北
村
庄
屋
文
書
」（
一
〇
三
四
︱
一
八
）
に
は
、
追

遠
会
へ
の
寄
附
金
五
円
の
領
収
証
が
残
さ
れ
て
い

て
、
山
北
村
が
現
在
の
福
岡
県
浮
羽
郡
浮
羽
町
山
北

に
位
置
し
ま
す
の
で
、
寄
付
の
範
囲
が
福
岡
県
全
域

矢田一嘯画「仲哀天皇の御棺を椎の木に懸けたる所の図」

／九州産業大学図書館蔵『香椎宮幻灯原図幷図解』より
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に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
５
）
報
告
祭
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
追
遠
会
活
動
記
録

　
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
四
月
十
六
日
落
成

式
が
挙
行
さ
れ
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
報

告
祭
の
祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
月
二
十
五
日
の

日
付
で
追
遠
会
地
方
幹
事
中
尾
卯
之
吉
宛
て
の
金

四
十
円
の
領
収
証（
中
尾
文
書
二
〇
七
八
）が
あ
り
、

但
し
書
き
に
「
但
シ
官
幣
大
社
香
椎
宮
竣
功
報
告
御

祭
典
費
及
勅
使
道
修
繕
費
」と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

追
遠
会
に
よ
る
楼
門
な
ど
の
工
事
が
終
わ
り
報
告

祭
を
斎
行
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
中
尾
氏
は
氏

子
総
代
と
は
い
え
、
四
十
円
（
氏
子
一
戸
の
負
担
が

五
十
銭
）
の
金
額
を
支
払
い
、
追
遠
会
地
方
幹
事
が

当
時
の
有
力
者
た
ち
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
明
治
四
十
年
十
月
三
十
日
付
、
香
椎
宮
宮
司
木
下

美
重
の
名
義
で
発
給
さ
れ
た
感
謝
状
（
中
尾
文
書

二
〇
七
八
︱
八
）
に
は
、
楼
門
な
ど
の
修
復
工
事
の

完
成
を
記
念
し
、
功
績
が
あ
っ
た
会
員
に
感
謝
状
と

木
盃
を
贈
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
竣
工
記

念
に
授
与
さ
れ
た
木
盃
は
、
朱
塗
り
の
も
の
も
あ
っ

た
よ
う
で
福
岡
市
博
物
館
（
社
家
町
渡
辺
家
資
料
）

に
現
物
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
八
月
二
十
九
日
建
立

の
「
香
椎
宮
追
遠
会
紀
念
碑
」
に
よ
れ
ば
、
明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
事
業
を
完
了
し
、
追
遠

会
へ
の
寄
附
は
、
国
庫
補
助
金
四
万
円
、
氏
子
幹
事

寄
附
金
が
二
万
円
な
ど
合
計
十
二
万
二
千
余
円
に

な
っ
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　

余
響

　
追
遠
会
の
活
動
は
大
き
な
反
響
を
よ
び
、
続
い
て

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
ご
ろ
、
博
多
商
業
会

議
所
が
主
唱
し
、高
句
麗
古
碑
建
設
会
が
組
織
さ
れ
、

香
椎
宮
に
好
太
王
碑
の
模
刻
を
台
座
に
し
た
神
功

皇
后
銅
像
建
立
を
目
指
し
ま
し
た
。
永
江
文
書
（
Ｑ

二
二
一
七
、
Ａ
Ｅ
三
五
︱
一
〜
五
）
に
は
趣
意
書
や

設
計
図
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
い
ず
れ
後
日
の
談
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
し
か
わ
　
や
す
な
り
・
九
州
産
業
大
学

　
地
域
共
創
学
部　
教
授

※
『
福
岡
県
史
』（
六
六
冊
）
編
さ
ん
の
た
め
に
収
集

　
さ
れ
た
史
料
（
一
〇
万
点
以
上
）
は
、
現
在
、
九

　
州
歴
史
資
料
館（
小
郡
市
）に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
史
料
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
閲
覧
申
込
は
こ

　
ち
ら
　
☎
〇
九
四
二
（
七
五
）
九
五
七
五

　https://kyureki.jp/kenshi
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高句麗古碑建設会の「官幣大社香椎宮高句麗古碑建設予形図」
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